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“繋がる楽器”作りにこだわる、コルグのプロダクト

プランニング、アプリ的ハードウェア開発とは？

IoT時代の「モノ」プランニングを考える連載第5回は、「KORG Gadget」の開発を

担当したコルグ執⾏役員、商品企画室⻑の福⽥⼤徳にインタビュー！

IoT時代を迎える中で注⽬されつつある、ソフトウェアとハードウェアの垣根を超え

た製品プランニングについて話を聞いてみました。

河村：今回は「ソフトウェアとハードウェアの垣根を超えた製品プランニング」を

テーマに、「KORG Gadget」の開発を担当した福⽥⼤徳と語り合っていきたいと思

います。

福⽥：現在、コルグで執⾏役員であると同時に、商品企画室⻑を兼務しています。

⼊社直後は、開発部でコルグのヴィンテージ・シンセサイザーを再現した「KORG

Legacy Collection」などソフトウェアのコーディングを中⼼に⾏なってきました。
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融合し始めたソフトウェア、ハードウェアの⼈材とノウハウ

まさか同じと思ってない？ 「⼗

分」「充分」の違いと使い分け

【幸せホルモン】ストレスを消し

多幸感を与えてくれる“オキシト

シン”を出す⽅法【神秘の⼒】

会話が「途切れる⼈」と「盛り上

がる⼈」の違いとは？

誰でもすぐに実践できる「脳を最

⾼の状態にする」12の習慣

お腹いっぱい⾷べても⼤丈夫？！

「マイナスカロリー⾷品」といわ

れる⾷べ物10選

⾃分の「強み」、正しく認識していま

すか？ よくある勘違いケースと⾃⼰

分析のポイントとは

みんなの働き⽅

経験者は語る！ 外資系へ転職して輝く

⼈の「3つの特徴」

みんなの働き⽅

最強ヘッドハンターが語る「選ばれる

⼈材」のたった１つの要素

プロのシゴト観

最強ヘッドハンターが語る

「選ばれる⼈材」のたった１

つの要素

電話の定番「今、よろしいで

すか？」が損する気づかいの

ワケとは

「⼀緒に働きたい」と思われ

る！相⼿を⼼地よくさせる

「気配り」ワード20例
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2009年に開発チームのマネージャーになってからは、プランナーの仕事の⽐重も増

えています。

▲株式会社コルグ 執⾏役員 商品企画室⻑ 福⽥⼤徳⽒

河村：コルグはハードウェアのメーカーからスタートしたので、当時はアプリの開

発チームという存在⾃体が特殊でしたね。

福⽥：アプリ開発チームのメンバーはハードウェア開発の経験もあるので、⾳作り

のパラメーター検討やユーザーインターフェースにおいて、発想の原点がハードウ

ェアから持ち込まれることが多いです。

だから、世間⼀般で想像されるアプリらしいアプリを作ろうとしても、ハードウェ

ア屋的なエッセンスがどうしても抜け切らないというか。オフィスでもそこら中に

ハードウェアが置かれていて嫌が応にも⽬に⼊ってくるような環境です。

河村：逆にアプリ開発チームがハードウェア開発チームに対して積極的に意⾒を出

しながらMIDIコントローラー*のようなハードウェアを作るようなこともありました

よね。

MIDIコントローラー：MIDI規格を介して電⼦楽器やコンピューター等の⾳源を制御する⼊⼒装置。キ

ーボード、パッド、スイッチなど様々な形状のものが存在する。

福⽥：それは、特定のアプリとのインテグレーションを前提としたハードウェアを

考えるようなケースですね。

河村：「nanoKEY Studio」や「plugKEY」のような製品ですね。確かにハードウェ

アを作る⼈とアプリを作る⼈たちが同じ屋根の下で働いているので、そういったプ

ロジェクトも割と頻繁に⽴ち上がっていますよね。
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https://traffic.outbrain.com/network/redir?p=TdCvPbEPSP0o8N70vvcwxLW_Dlr3Is0fbxcdK1CIQvOKw4Wx-RTkEDFkHAcDV_sU2FHs26JSCpw_z7DGod0Gf66KIoH26bZir6U9k_NbTnD-EDjEWfYfBw6CXWZCuabjMkxLuXdQ0cDmheUFQ0HMKrN6s0JExIKVYvLHm4f3fhZ-zjlCaF8aNeAaiOTvfRtHBkEcp8EOkuY0O9X8moBBC86GWEf2YwvqABtr7WzLoU1V0GepzrIarvn2iuMmG8c7h3Gl1oGDzrSsdt2ag9NCmuOVS6I_B5pjRyUllZVRIBXYZR5ZOrOEQb3D0RqZCYvrPeDeLpkxhFaoBJ4B_E7vpT9SqBr_JnUn2TUx36MuS4H2g26ocJIzapNKL1GhetxVWRo3KxZsRids1AJyfbDspo8lVhtf402USpPBKkkaZLFwKlNsWzlByXN3mH46BiO4UDoYltzf8qEoWJ5ff5LQF6z60QjHdJpe_r_eGtA1-eydmsgyqQqh4faitMkiaWnNtyROzh93Itr2SMG4VVxDr7sxaXff8Pd8Y4YxGYzinDWmC_JvcDgFaUsGupMxXTQhTXX3RsXpR0XuJ41aeeUwZEmrv2n_0RKhF2fi_uby-R98xbb3SPtscuJxEdxCPx1t1nGUUZJiSPh5qT6f95GaM3CHUiz09cxI8ldondS-3NTk1iezsCDDnTKItQ8sztx2WG-3K6-fXDfavY36UtpjCn5gdZssoUAjFt43ASew1MuzW01DIFw3WxfmCxy3tmdekBcqi52JtFePXk1yDzNA9jDobZ9smqA5CQyhWBPq1Nb0gHzYzjl-XKQQa0I7Gn3Sc-uWZp_ryrxObjoSJiqSKopbvtf3UF8Q2mUCPR04Aoj9DkoxAhjz3FWB0nZdRFQjkO1aiodL_qXBKhUnXkPcYxXMtDpEmcdjCMv8yMI7VYJ0jyPvHV_8VVyGoXZIFwwqDi-pNZmztmZs2GyCmqqnmhDTc3NahHFkde2x-q484o6xPqQlWO0p7Rc8J5-hUQCRWY4IZ4iLINunTgjwQ4kaIqLR6ta1aWxKKNPbXIcHJIk&c=ea10541d&v=3


福⽥：⽇本のハードウェア楽器メーカーは歴史的にも世界で多く成功を収めている

こともあり、国内でも存在感は強かったのですが、僕が影響を受けたのはむしろ海

外のソフトウェアメーカーでした。

どうして⽇本のメーカーはDAW*やDAW⽤プラグインを積極的に作らないのかなと

か、そういう素朴な疑問を抱えていました。⼊社したのは、コルグがプラグイン開

発をしていることを知ったのがキッカケでした。

河村：それまではコルグの社員もシンセサイザーやチューナーなどへの憧れを持っ

た⼈が多かったように記憶しています。コルグでも本格的にアプリ開発に着⼿し始

めたのは、ちょうどその辺からでしたもんね。

それ以降、アプリに接しながら育った若⼿社員も⼊社し、製品に対する会社の考え

⽅も随分と変わってきました。最近は真空管アンプやアナログシンセなどのノウハ

ウがアプリ開発に持ち込まれたり、ちょうど⾯⽩い時期に差しかかっているように

思います。

DAW：Digital Audio Workstationの略。パソコンやスマートデバイス上で動作する作曲プラットフォ

ームであり発⾳、録⾳、編集、オーディオデータ化など曲制作に必要な機能を備える。DAWの登場以

降、ユーザーにとって作曲環境が⼀気に⾝近になった。

河村：楽器は、80年代から有線のMIDIという規格を通じて異なる種類、メーカーの

楽器同⼠が繋がってきた歴史がありますよね。楽器同⼠が繋がることで新しいアウ

トプットが⽣まれ、それによってユーザーの振る舞いも変化し、さらに楽器の形も

変化する。そんなインタラクティブな変化を繰り返してきました。

楽器同⼠が繋がることで⽣まれた今の⾳楽シーン



それ⾃体が⾳楽業界全体の発展に⼤きく貢献したことには疑いの余地はないです

し、そのような経験からもIoTの動向は興味深いなって思うようになりました。だか

らそのこと⾃体はポジティブに捉えています。

福⽥：MIDIは、同期信号などのごく部分的なデータでの受け渡しでしかなかったの

に対して、IoTの時代にはデータを集めたり、クラウドにアップしたりも可能です。

さらにMIDIよりもずっと⾶躍した次元の別世界がやってくることを期待していま

す。

河村：複数のモノが同時に利⽤されることによる同時性の影響⼒は無視できないほ

ど⼤きいですもんね。だから楽器を作る⼈たちも、⼈やモノ単体だけではなく環境

を⾒ようとしてきました。

とはいえ、その際にも繋がるモノは所詮、楽器という限られた範疇でした。IoTで

は、業界の枠組みを超えたモノとモノが繋がった後の可能性にみんなが期待をして

います。何が起きるか想像できないことへのワクワク感も⼤きいです。

河村：ネット環境が当たり前になった今、プランニングにおいて僕たちがこれまで

重視してきた市場から得られる情報の希少性や価値は下がっていますよね。

福⽥：誰もが情報を得られる時代において、完全なゼロベースのアイデアというの

もなくなってきましたよね。同じアイデアを考えている⼈は世の中にはたくさんい

るという前提に⽴って物事を考えるようにしてきました。

河村：今さら、新しいニーズというものはなくて、⼀⾒新しそうなものであっても

結局は、過去のニーズが違ったカタチに⾒えていたり、既に存在する複数のニーズ

が組み合わさっていたり、ニーズを実現するシチュエーションが違うだけだったり

しますからね。

福⽥：作り⼿の僕らもプランナーかつアレンジャー的な振る舞いに⽐重を置くよう

になってきましたよね。

河村：テクノロジーが発達して情報やアイデアが繋がりやすくなってきたので、そ

ゼロベースのアイデアは存在しない



もそも無関係な業界というものも無くなり始めていますよね。

福⽥：昔は楽器なら楽器だけに注⽬して掘り下げるようなプランニングが多かった

ですが、今は他業種の製品までアンテナを広げながら連想ゲーム的に考えています。

河村：最近ではユーザーの⾏動に選択肢が増えて、昔ほどユーザーが楽器に対して

時間を割いてくれなくなってきました。あらゆるモノとの時間や予算の奪い合いを

実感する場⾯が増えてきました。

福⽥：それもあってユーザーが製品に触れる時間帯やシチュエーションをより意識

するようにはなりました。何時、何曜⽇なのか、電⾞か家なのかとか、⼀⼈なのか

家族、友達となのかといったことを特に意識しています。

河村：ユーザーの背後にあるストーリーに対してこれまで以上に⽬を向けるという

ことですね。アプリでは、ユーザーの移動が重要なファクトなのでそういった⽂脈

的な発想は⼤事ですよね。

楽器もどんどんスマホに移植され始めていますが今後、出来上がる楽曲だけじゃな

くて作曲シーンすらも変化してきますね。KORG Gadgetもそんなことを意識してた

んですか？

福⽥：はい。仕事していると、週末にがっつり曲作りしようとしても1週間経つと以

前のスケッチとか忘れてるんですよね。それがもどかしくて細切れ時間で制作でき

ることも意識して「Gadget」を作りました。

本腰⼊れてデスクに座って曲を作るというシーンだけではなく、カフェでのリモー

トワークの感覚や家のソファに寝そべるなど、好きな場所でやる感じです。⽣まれる

ものも変わってくると思います。

細切れ時間から⽣まれる新たなニーズ

http://www.korg.com/jp/products/software/korg_gadget/


河村：仕様検討の際に、競合とのスペック⽐較表とか作ってます？

福⽥：アプリを作る時は、全然やらないです。

河村：ハードウェアに慣れすぎた⼈だと、時間の無駄ってことに薄々、気づいてて

も惰性で作っている⼈が意外に多いんですよ。ハードウェアは評価基準が定量化し

やすくて、歴史的に数値が多いことが受け⼊れられてきた成功体験があるから、な

かなか発想が切り変えられないんですよね。

福⽥：他社の製品スペックは、あまり⾒ないですね。触ることが中⼼で、もっと感

覚的な評価ですね。

河村：機能をなくすことや、減らすことによる価値は⾒落とされがちです。

福⽥：機能の引き算は⾜し算より難しいですよね。勇気もいるし。

河村：機能がいろいろ⼊ってる⽅が、周囲の合意も得やすいですしね。ユーザーは

欲しくない機能より、欲しい機能については積極的に語る傾向があります。リリー

ス後も「あの機能を削ってくれた！最⾼！！」なんてレビューはまず⾒つけられま

せん。

どうしても機能を削ったことは周囲からの評価対象になりにくく、⾜したことの⽅

が評価されがちということもあるかと思います。

ですので、膨らませる⽅向のプランニングによって製品をそれっぽく⾒せるだけな

ら⽐較的簡単です。逆に削る⽅向は茨の道を進むようなものです。

⼈の感情や認知を基準にした⽐較表とか作れないでしょうか。というのも従来の定

量ベースの⽐較表とか、セグメンテーションみたいなマーケティングの話を僕がし

てもエンジニアはつまらなそうなんですよ。

ハードウェアの機能削減は茨の道



河村：でも、⼈の感情や認知の話をすると急に⾝を乗り出してくる。ユーザーイン

ターフェイスとかまさにそう。この辺がプランナーとエンジニアの両者で共有でき

る楽しみなのかなって感じる部分はあります。マーケティングにおいて⼈が⼤事な

のは当然ですが、⼈を中⼼に置くことはチームビルドっていう観点でも有効だと思

います。

福⽥：さすがに他社との⽐較表を⾒せられて、このメーカーがこうだから安くして

よとか⾔われてもエンジニアはテンション上がらないですよね(笑)。

河村：ユーザーがいないからつまんないんですよ。

福⽥：ハードウェアのエンジニアは業務上、どうしてもユーザーとの接点が限られ

てしまいます。だからプランナーがエバンジェリスト的に⽴ち回る必要があるんで

しょうね。

河村：最近コルグのアプリは、「Gadget」だけではなく「Module」などリイシュー

（再発）ではないまったく新しいものが増えてきています。何かきっかけがあった

んですか？

福⽥：⼀時期、社内においても既存の製品をアプリでリイシューするとハードウェ

アと競合するのではとか、全部アプリでいいんじゃないかといった極端な議論があ

った頃がありました。

僕は、どちらにも納得していなかったこともあってリイシューではなくてアプリで

しかできないことをやろうと思い始めました。例えば、Gadgetの初期バージョンで

は内蔵⾳源も含めてリイシューを打ち出している部分は、あまりないですし、過去

の製品にとらわれずにアプリ独⾃の世界観を優先してきました。今ある流れに対し

て反動的に考えることは多いですね。

河村：逆に今、アプリでしか存在しない楽器をハードウェア化したりはしないので

すか？

福⽥：実際にユーザーからもそういったリクエストを多くいただいてます。ARMチ

ップの価格などはIoTブームの後押しもあって、どんどん下がってきている。ハード

ウェアの顔をしているのに開発プロセスはソフトウェア的だったといったものが今

後も増えてくると考えています。

ソフトウェアの資産を使ってそのままハードウェア化してしまう時代は普通にやっ

これから期待されるアプリ的なハードウェア開発

http://www.korg.com/jp/products/software/korg_module/


ソフトウェアの資産を使ってそのまま ドウェア化してしまう時代は普通にやっ

てくると思います。誰でもハードウェアが作れる時代ですね。⼀⽅で機構設計や⽣

産なんかはまだまだ独⽴したところがあるので、ネックになるのはその辺でしょう

か。

河村：アプリチームではアジャイル開発を進めていますが、どうやったらハードウ

ェア開発にもそういった考えを取り込めると思いますか？

ハードウェアは変更すると基板の書き直しや⾦型の修正発⽣したり、⼤きな規模で

環境試験をやり直すことになったり、機能を⾜すとコストアップに直結するのでど

うしてもウォーターフォール型を抜けきれないというジレンマがあります。

そういったハードウェアへの特性依存はあるにせよ、もう少しやれることはあるん

じゃないかって思ってるんですよね。もっと平たく⾔えば変更する能⼒ですね。例

えば昔はプランナーも5年の事業計画を練ってたりもしましたが、今はそんな⻑期計

画ではないですよね。

今後は、さらに短くする必要があると思いますし、計画を⽴てることから、変更す

ることに対するノウハウとリソースをシフトしていかなければいけないと思ってま

す。

福⽥：プランニングはそうなりますよね。ただ、基幹技術は頻繁に変更できないの

で技術ロードマップは多少⻑くてもいいと思います。理想的には1つ2つのコア技術

があって、そこから多くのプランがスピーディーに⽣まれるのが理想ですね。

作った資産をじっくりコア技術として育てるか、1つの製品に依存してもよいので開

発スピードを優先した⽅がよいか。その切り分けはとても⼤事ですね。

コルグも新しいアプリを開発する際、20年前のソースコードを⼀部から引っ張って

きたりします。組み合わせる際に相性問題も頻繁におきますが、今のところ優秀なエ

ンジニアが器⽤に選択して成り⽴っていますね。

福⽥：ただ本来は開発⼿法や開発環境など、もっと戦略的に進める視点も必要です。

例えば 僕らの業界ではハ ドウ ア開発において未だにアセンブラも現役です

じっくりコア技術として育てるか、開発スピードを優先する

かの選択



例えば、僕らの業界ではハードウェア開発において未だにアセンブラも現役です

が、それはチップを安く済ませられるというメリットがある⼀⽅、他のプロジェク

トへの流⽤は難しいというデメリットもあります。

そこで、全社的な全体最適を⽬指すのなら、例えば最初は汎⽤性を意識してC⾔語で

書いておく、チップ調達はプロジェクト毎ではなく全社的な視点をベースに⼤量調

達するとか。ソフトもハードも両⽅やる会社としては、アジャイルとウォーターフ

ォールのいずれかではなく、多⾓的に捉えて選択していく必要がありますね。

河村：開発において、変化を受け⼊れるために気をつけていることはありますか？

福⽥：やはり話すことが⼤事ですね。それは⽬先To Doだけではなく、帰り際に隣の

⼈と話してアイデアを膨らませたり、⽇々視点を変えることにしています。それに

よって問題が⼀気に解決したり、さらに良い作戦が思いついたり楽しくもなりま

す。モチベーションが⾼まると変化も前向きに受け⼊れられますね。

また、⼀⼈のプランナーがぐっと引っ張るというよりは、いろいろな意⾒が存在す

ることを前提とした包容⼒のある製品にしようとしています。全員が製品のオーナ

ーシップを持つことです。

僕のコンセプトはキッカケに過ぎません。ディテールの作り込みによって製品の⾯

⽩さが変わる。そこはやはりエンジニアの⼒が⼤きいです。

Gadgetなんかまさにそうですね。Gadgetという⼤きなプラットフォームがあって、

その中に様々な⾳源が存在しているのですが、それぞれの⾳源には、その⾳源の担

当者がやりたかったことが凝縮されている。そうやって切り分けられているので、

個々の変更の影響が全体コンセプトに与える影響が少ないんです。

河村：それだと製品のエッジがなくなってきませんか？

福⽥：それも個別の⾳源である程度、製品コンセプトが完結されるので、そのよう

な悩みはなかったですね。

河村：逆に⾃由度が⾼いことで、チーム内の衝突が起きやすくなったりはしません

でした？

チームの衝突こそがイノベーションの兆候



でした？

福⽥：最初の頃は衝突もありました。でも、最終的には特に想いが強い⼈を中⼼に

着地点が⾒つかります。また、単純なんですけどかっこいいデザインや動くプロト

タイプができると衝突は極端に減り、推進に変わりますね。

結果的にGadgetがエッジもなくさずに多様な意⾒を取り⼊れることができたのは、

そういったチームの雰囲気があったことも⼤きかったと思います。

河村：僕は、衝突はプロジェクトに付きものと考えてるので、意識的に減らそうと

したことはあまりなかったですね。新しいことをやろうとした時って揉めやすいけ

ど、逆説的に⾔えば揉めてる時って新しいことが起きる予兆なんだと思うんです

よ。

揉めた時はまず放置して発散する様⼦をじっと眺めています。そうすると揉めてる

原因は段々とクリアになってきます。全部出し尽くしたなと思ったらそこから初め

て深掘りし始めるようにしています。

福⽥：揉めることで意図的にチャンスを作り出すんですね。でも、最後まで纏まら

ない時はどうするんですか？意⾒がずれたまま進めるのですか？

河村：最終結論をチーム全体が尊重し、コミットできていれば、もはや意⾒がずれ

てることはあまり重要ではないと思っています。

反発はエッジが⾼い製品の宿命ですし、営業や市場からも同様のリアクションが来

る可能性も⾼いんですよ。その際にプランナーは、早い段階で批判に耐え得るだけ

の説得材料を揃える必要があります。揉め事はそのための作業でもあるんです。

福⽥：僕のチームは事業部だったのでリリース⽇の意識が強かったです。納得しづ

らいこともありますが、リリース回数も多くてユーザーに製品を届ける楽しさを全

員が知っていました。あとは揉め事は実はどっちでもよかったり、些細な事だった

と思うことがよくありましたね。⾷い違いの回数によって開発の速度感が失われた

りはしなかったですか？

河村：そこに時間はどうしてもとられてしまいますね。振り出しに戻るようなこと

もあります。でも、その判断が正しいのであれば結局は、ロスを未然に防いで⻑期

的には、会社の成⻑速度は上がっているわけですし。



⼀回ぐちゃぐちゃにされた経緯を経た後に整理された製品って強いですよ。今、コ

ルグのロングセラーになっている製品を⾒ても、多くは⼤反対からスタートしてい

るじゃないですか。僕がKAOSS PAD KP3をプランニングした初期の頃もエンジニ

アと毎⽇のように激しくぶつかってました。

でもやっぱり、みんながコミットできない状態のまま強引に推し進めてしまった製

品は、あまり上⼿くいかなかったですね。これは偶然じゃないと思うんです。

福⽥：どこまで合意を得られた段階で進めるかという判断も難しいですよね。チー

ムが乱れてもダメだし、製品からエッジがなくなってもダメだし。

河村：売れた製品の多くは、開発の終盤でみんなが盛り上がっているという経験則

はありますね。みんなが楽しそうな顔を覗かせ始めた時がゴーサインかなって思い

ます。

福⽥：出だしはある程度の衝突があって最後に収束するくらいがベストなのかもし

れませんね。⼀番、反対してた⼈がノリノリになってたり(笑)。

河村：ユーザーとの接点はどうやって設けてるんですか？

福⽥：開発チームでSNSアカウントを直接運⽤していました。ユーザーが今何に困

っているのか把握できますし、すぐ助けたいのもありました。特にグローバルに接

点ができるのはメリットです。英語は⼤変ですけど。

河村：僕は特に製品の何かを⼤きく変えたい時はプロの⼈に会うことが多いです。

逆に既存の製品をベースにインクリメンタルな変化をさせたいときは、プロではな

くアマチュアに会うことが多いですね。両者の意⾒の質が違うので。

極端に⾔えばプロは、⾳楽シーンを切り拓くつもりで製品を眺めているので突⾶な

意⾒もバンバン出てきますし、アマチュアはプロをフォローする⼈が⽐較的多いの

で、⼀定の枠組みを守りながら製品を便利にしようという視点が多いように感じて

います。

福⽥：僕は、もっと⾝近な⼈たちにベータ版を配布しながら意⾒を集めることが多

いです。そうやって8割くらいできたところでver1.0としてリリースします。そこか

ら残りの2割に向けてさらに市場のユーザーの声を集めていくようなやり⽅です。

河村：ver1.0は試作と完成品の中間みたいな感じなんですかね。永久に改善できるの

で何が試作で製品なのかというのもナンセンスなのかもしれませんが。

ソフトウェアをハードウェアでリイシューすることのメリットは他にはどのような

ことがあるんでしょうか？

アプリ開発の経験がもたらすハードウェア開発のメリット



福⽥：現在ほとんどの楽曲はパソコンで作られています。普段聴く⾳楽の割合はソ

フトウェア由来の⾳が多いので、その⾳をハードウェアで出せるのはメリットです

ね。それから、⾳だけではなくソフトウェアはソフトウェアでハードウェアとは違

う進化をしている楽器です。ユーザーインターフェースも違います。ハードウェア楽

器としてもソフトウェア界隈から学ぶことが多いです。

また、ハードウェアという限定された枠組みに落とし込むことで、出来上がる作品

も変わってくるでしょう。それが新しい⾳楽ジャンルを⽣み出し、⾳楽シーン全体

を盛り上げていくような可能性はあると思います。ソフトウェアもハードウェアも

相互に作⽤すると思います。

河村：同じ製品をアプリからハードウェアに置き換えた際に、ワークフローも確実

に変化しますよね。その影響も⼤きそうです。

福⽥：既に業界内でもソフトメーカーがハードウェアを作って成功している例があ

ります。それが今後、業界全体で⼤きなトレンドになった時に既存のハードウェア

メーカーがソフトウェアに精通しているかどうかで対応⼒にも差が出てくるでしょ

う。

コルグのアプリはそれなりの開発⼯数をかけて作っていますので、フリーで配布は

していませんが、実際に試したユーザーたちからはやっぱり楽器メーカーのアプリ

は⾳が良いねって⾔ってもらえることが多いのは嬉しいです。

河村：福⽥さんと僕は、お互いにプランナーでありつつも、社内での育ち⽅、所属

してきたチームの構成、作っているものなど全然、異なりますので今回の対談を通

じて僕も知らなかったコルグの⼀⾯を⾒ることができたように思います。これから

も繋がるプロダクト作り、頑張りましょう！

⇒ IoT時代の「モノ」プランニング レポート⼀覧

著者：河村裕司
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